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が
少
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
周

知
を
し
て
い
る
の
か
。

平
成
2₃
年
1₀
月
に
同
行
援
護
サ
ー
ビ

ス
を
創
設
し
た
際
、
当
事
者
団
体
を

通
じ
て
事
業
の
概
要
を
説
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
す
る

際
に
、
窓
口
で
支
援
情
報
を
ま
と
め
た
障
害

者
福
祉
の
手
引
き
を
渡
し
て
い
る
。
視
覚
障

害
者
に
と
っ
て
、
社
会
生
活
を
送
る
上
で
必

要
な
支
援
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
周
知
を
図
り
、
利
用
の
促
進
に
努
め
る
。

市
民
会
館
跡
地
活
用
に
お
け
る
基
本

構
想
案
の
中
で
、
関
係
機
関
か
ら
の

意
見
と
し
て
、
記
念
碑
や
記
念
樹
へ
の
対
応

が
必
要
と
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

今
後
、
基
本
構
想
策
定
に
向
け
て
の
検
討
委

員
会
が
開
か
れ
る
が
、
市
民
意
見
を
反
映
す

る
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
行
う
の

か
。
ま
た
、
他
の
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

記
念
碑
や
記
念
樹
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
課
に
照
会
を
行
う
な

ど
、
現
状
を
把
握
し
た
上
で
個
別
に
検
討
を

 

市
民
意
見
の
反
映
方
法
は

問答

視
覚
障
害
者
の
外
出
の
手
助
け
の
一

つ
で
あ
る
同
行
援
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

移
動
支
援
に
加
え
、
必
要
な
視
覚
的
情
報
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら
し
い

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
本
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

 

視
覚
障
害
者
へ
の
同
行
援
護
は

問

第
４
回
定
例
会

答

　
一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
９
月
６
日
・
７
日
に
行
い
ま

し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、

質
疑
の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南

館
１
階
情
報
ル
ー
ム
お
よ
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
11
月
中
旬
予
定
）

一
般
会
計

児
童
の
個
別
の
障
害
状
況
や
家
庭
環

境
等
に
お
い
て
、
特
段
の
配
慮
が
必

要
な
場
合
に
、
例
外
的
に
障
害
福
祉
課
の
移

動
支
援
に
つ
な
げ
た
例
が
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
移
動
支
援
と
は
何
か
。
ま
た
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
対
象
と
な
っ
た
の

か
。

 
通
学
支
援
が
必
要
な
児
童
の
対
応
は

問

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
市
民
意
見
の
反
映
に

つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
で
の
審
議
が
進
ん

だ
段
階
で
、
12
月
頃
に
予
定
し
て
い
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
市
民
の
意
見

を
お
伺
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

声の市議会だ よ り の ご 利 用 を

　市議会だよりの内容をカセットテープに吹き込んだ「声の市議会だよ
り」を発行しています。希望される方は、市議会事務局までご連絡くだ
さい。
　また、議会ホームページ（http://www.city.ibaraki.osaka.jp/shisei/
gikai/shigikaidayori/index.html）に、議会だよりの文字の部分を抜粋
したHTML版議会だよりを掲載しています。音声読み上げソフトをご利
用される場合は、こちらをご利用ください。
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市
議
会

だ
よ
り

こ
と
に
よ
り
、
付
加
価
値
を
高
め
、
平
均
工

賃
（
賃
金
）
上
昇
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
へ
の
支
援

の
た
め
、
自
立
訓
練
事
業
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
支
援
体
制
の
整
備
に
向
け
、

か
し
の
木
園
を
就
労
支
援
拠
点
と
し
た
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
就
労
機
会
の
拡

大
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
障
害
者
の
工
賃

（
賃
金
）
向
上
は
、
自
立
促
進
を
図
る
上
で

重
要
で
あ
り
、
大
学
や
企
業
と
の
協
働
に
よ

る
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
等
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。

自
発
的
な
思
い
が
芽
生
え
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
、
寄
附
を
通
し
て
市
政
に
参
加
し
や
す

い
仕
組
み
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

を
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

移
動
支
援
と
は
、
障
害
者
総
合
支

援
法
の
地
域
生
活
支
援
事
業
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
市
町
村
事
業
で
あ
り
、
障
害

の
あ
る
方
の
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で

あ
る
。
例
外
的
に
、
通
学
に
移
動
支
援
を
適

用
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
児
童
の
保
護
者
が

入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
ま
で
送
迎
し

た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
特
段
の
配
慮
を
必
要

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
地
域
生
活
支
援
事

業
の
一
つ
で
あ
る
移
動
支
援
に
つ
な
げ
る
な

ど
、
適
切
な
支
援
に
努
め
る
。

答
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
本
市
中
心
部
に
位
置
し
、

将
来
に
わ
た
り
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
直
結
す

る
。
ま
た
、
自
治
体
間
競
争
が
激
し
く
な
る

中
、
本
市
の
強
み
で
あ
る
世
界
に
発
信
で
き

る
文
化
資
源
を
有
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
、

世
界
に
発
信
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
性
を
持
っ
た

居
心
地
の
い
い
建
築
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
民
会
館
100
人
会
議
で
は
、
デ
ザ
イ

ン
性
に
関
す
る
意
見
も
あ
り
、
市
民

会
館
跡
地
エ
リ
ア
の
活
用
を
考
え
る
上
で
重

要
な
要
素
の
一
つ
と
考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
跡
地
エ
リ

ア
の
活
用
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点

各
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー

で
の
総
合
相
談
は
、
包
括
的
な
相

談
の
実
践
を
長
く
続
け
て
お
り
、
国
が
示
し

て
い
る
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
目
指
す
、

分
野
を
横
断
し
た
横
の
つ
な
が
り
の
相
談
支

援
体
制
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

市
の
見
解
は
ど
う
か
。

い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
の
総

合
相
談
は
、
国
が
示
す
「
我
が
事
・

 

世
界
に
発
信
で
き
る
建
築
を

問答

本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ほ
か

に
、
目
的
別
の
寄
附
で
指
定
可
能
な

３
つ
の
事
業
（
奨
学
金
、
福
祉
、
緑
化
）
が

あ
る
。
使
い
道
が
指
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

寄
附
を
し
た
い
と
考
え
る
方
は
少
な
く
な

い
。
そ
う
い
っ
た
市
民
の
思
い
に
こ
た
え
る

た
め
、
現
状
の
３
つ
の
事
業
だ
け
で
は
な
く
、

他
に
も
寄
附
の
項
目
を
増
や
し
て
は
ど
う

か
。

寄
附
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
寄
附
者
か
ら
共
感
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
、
特
定
の
目
的
を

持
っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
提
示
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
寄
附
者
の

 

目
的
別
寄
附
の
項
目
追
加
を

問

 

本
市
の
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
は

問答

平成 ２８ 年度に 11 回開催された市民会館 100 人会議

答

豊川いのち・愛・ゆめセンター（豊川四丁目）

丸
ご
と
」
の
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
先

駆
け
的
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
隣

保
事
業
と
し
て
の
相
談
支
援
と
、
今
回
の
包

括
的
な
相
談
支
援
体
制
と
は
互
い
に
連
携

し
、
生
活
困
窮
者
な
ど
に
効
果
的
・
効
率
的

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

本
市
の
障
害
者
の
就
労
環
境
は
依
然

厳
し
く
、
平
均
工
賃
（
賃
金
）
も
上

が
っ
て
い
な
い
。
岡
山
県
総
社
市
の
障
害
者

千
人
雇
用
や
、
堺
市
役
所
食
堂
の
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
（
※
１
）
の
よ
う
に
、
大

学
や
企
業
と
協
力
し
て
商
品
開
発
等
を
行
う

 
障
害
者
の
就
労
環
境
改
善
を

問

答

（※ 1）　就労継続支援Ｂ型事業所 ： 通常の事業所で雇用されたり、 雇用契約に基づく就労が困難である者に対して、 就
労や生産活動の機会の提供及び就労に必要な知識や訓練等の支援を行う事業所。
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ラ
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え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
住
民

が
主
体
と
な
り
、
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持

増
進
の
取
り
組
み
で
あ
る
彩
都
西
ま
ち
づ
く

り
憲
章
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
彩
都
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

当
事
者
の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

等
を
受
け
、
相
談
等
で
解
決
で
き
な
い
場
合
、

あ
っ
せ
ん
の
申
し
立
て
が
で
き
る
旨
を
条
例

に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
差
別
を
許
さ
な
い
市

の
姿
勢
を
示
せ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

条
例
策
定
の
専
門
部
会
に
お
け
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
条
例

に
設
け
る
項
目
や
表
現
方
法
等
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
当

事
者
か
ら
も
あ
っ
せ
ん
等
の
規
定
を
設
け
る

べ
き
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
、
民
間
事
業
者
の
意
見
も
参
考
に
、
課
題

等
も
検
証
し
、
条
例
に
設
け
る
べ
き
か
検
討

す
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
や
補
助

事
業
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
成
果

を
独
立
し
た
評
価
機
関
が
評
価
、
報
告
を
行

い
、
そ
の
成
果
に
対
し
て
対
価
を
支
払
う
成

果
連
動
支
払
い
民
間
委
託
・
補
助
事
業
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
手
法
に
対
す
る
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間
資
金

を
活
用
し
て
実
施
す
る
成
果
連
動
型

の
民
間
委
託
・
補
助
事
業
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
を

第
三
者
機
関
が
評
価
し
、
行
政
は
民
間
資
金

の
提
供
者
、
も
し
く
は
民
間
事
業
者
へ
、
評

価
に
応
じ
た
報
酬
を
支
払
う
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
新
た
な
官
民
連
携
の
仕
組
み
の
一
つ

と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

新
た
な
官
民
連
携
手
法
は

問
障
が
い
に
関
す
る
総
合
的
な
条
例
を

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
事
業
所
等
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
を
擁
護
す

る
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

 

障
が
い
に
関
す
る
総
合
的
な
条
例
は

問

答
彩
都
西
地
区
へ
の
24
時
間
営
業
の
大

型
店
舗
出
店
計
画
に
つ
い
て
、
彩

都
西
ま
ち
づ
く
り
憲
章
、
彩
都
ま
ち
づ
く
り

ル
ー
ル
か
ら
、
彩
都
西
地
区
に
は
24
時
間
営

業
の
大
型
店
舗
は
そ
ぐ
わ
な
い
、
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
い
う
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
声
を
市
は

理
解
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
主
張
を

達
成
す
る
た
め
に
、
住
民
と
連
携
し
て
行
政

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
決
意
が
あ
る
の

か
。

今
回
の
大
型
店
舗
出
店
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
考

 

彩
都
西
地
区
の
大
型
店
出
店
計
画
は

問

答

答

ご
み
収
集
業
務
委
託
は
、
３
社
に
よ

る
長
期
の
独
占
状
態
で
、
そ
の
背

景
に
は
新
規
参
入
を
妨
げ
る
選
考
要
件
が
あ

り
、
委
託
の
見
直
し
は
議
会
の
総
意
と
な
っ

て
い
た
。
今
回
す
で
に
入
札
が
行
わ
れ
た
が
、

新
規
参
入
が
増
え
、
競
争
原
理
が
働
く
こ
と

が
見
直
し
の
重
要
点
で
あ
る
。
そ
の
検
証
の

た
め
に
、
委
託
契
約
に
係
る
情
報
は
入
札
が

終
わ
れ
ば
、
原
則
公
開
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

入
札
後
か
ら
契
約
締
結
完
了
ま
で
の

契
約
に
関
す
る
情
報
は
、
適
正
な

契
約
事
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
情
報
公
開
条
例
第
７
条
第
６
号
に
も
と

づ
き
、
契
約
締
結
完
了
ま
で
非
公
開
と
し
て

お
り
、
今
回
の
入
札
も
同
様
の
対
応
と
し
て

い
る
。
今
後
は
、
入
札
執
行
後
に
つ
い
て
は
、

公
開
が
原
則
と
い
う
情
報
公
開
条
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
個
々
の
事
例
や
内
容
を
精
査
し
、

対
応
し
て
い
く
。

 

ご
み
収
集
業
務
委
託
の
見
直
し
は

問答

会議録を閲覧できます
　市議会では、本会議の ｢会議録｣ を定例会、臨時会ごとに発行してい
ます。市役所南館１階の情報ルーム、各図書館で自由に閲覧できますので、
ご利用ください。
　また、議会ホームページ（http://www.kensakusystem.jp/ibaraki/
index.html）でもご覧いただけます。
　なお、9月定例会の会議録は、11月中旬に発行の予定です。

　
大
阪
維
新
の
会
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

塚
　
　
　
理

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　 

青
木
　
順
子

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　 
畑
中
　
　
剛

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
山
下
　
慶
喜
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市
議
会

だ
よ
り

は
、
平
成
₃₀
年
度
か
ら
の
次
期
計
画
策
定
の

議
論
を
行
っ
て
お
り
、
現
計
画
の
中
間
見
直

し
以
降
の
過
去
２
年
間
の
取
り
組
み
実
績
を

示
し
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
意
見
を
聞
く
中
で
、

次
期
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
を
議
論
し

て
い
る
。

本市の保健保安林（青少年野外活動センター）

大
阪
地
域
森
林
計
画
書
に
は
、
森
林

の
保
健
休
養
機
能
等
の
維
持
、
向
上

を
図
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お

け
る
府
が
指
定
す
る
保
健
保
安
林
の
区
域
は

ど
こ
か
。
ま
た
、
そ
の
機
能
を
活
用
し
た
取

り
組
み
や
今
後
の
考
え
は
。

本
市
の
保
健
保
安
林
は
、
銭
原
の
青

少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
内
の
森
林

の
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
保
健
保
安
林

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
の
観
点

か
ら
、
引
き
続
き
、
実
施
場
所
や
方
法
に
つ

い
て
関
係
各
課
の
意
見
を
集
約
し
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
健
康
い
ば
ら
き
・
21

 

保
健
保
安
林
の
活
用
は

問

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
や
介
護

等
の
社
会
保
障
費
が
増
大
し
、
何
の

手
立
て
も
講
じ
な
け
れ
ば
、
本
市
の
財
政
基

盤
は
危
機
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
次

期
総
合
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
中
で
あ
る

が
、
策
定
す
る
た
め
に
は
、
現
計
画
の
検
証

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
総
合
保

健
福
祉
審
議
会
の
各
分
科
会
等
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（
※
２
）
に
も
と
づ
い
た
実
績
等
の
説
明
を

し
、
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

総
合
保
健
福
祉
審
議
会
の
各
分
科

会
に
お
け
る
説
明
内
容
に
つ
い
て

 

総
合
保
健
福
祉
計
画
の
検
証
を

問答

答

（※ 2） ＰＤＣＡ ：

食
育
推
進
計
画
に
お
い
て
、
若
い
世
代
の
運

動
不
足
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
健
康
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
次
期
計

画
策
定
の
中
で
検
討
す
る
。

８月

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
文教常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
政治倫理条例策定会議
議会記念誌編さん委員会

６日
７日
11日

12日

13日

14日
15日
19日
20日
21日
25日

27日
29日

９月

15日
21日
31日

市議会のうごき

議会広報委員会
議会記念誌編さん委員会
民生常任委員協議会
議会基本条例研修会
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会
茨木市議会議員研修会

10日

11日
12 日

13日
28日

７月

議会記念誌編さん委員会
政治倫理条例策定会議
幹事長会
議会運営委員会

Plan （計画）、Do （実行）、Check （評価）、Action （改善） の頭文字を並べた言葉で、「P → D → C → A」
のサイクルを繰り返すことにより、 継続的に業務を改善していく手法。

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　   

辰
見
　
　
登

イメージ写真
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本市山間部の田畑（銭原地区）

一
般

委
員

会
計
決
算
特
別

会

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
備
え
た
財
政

運
営
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
決
算

に
お
け
る
①
実
質
収
支
、
②
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
額
、
積
立
額
及
び
残
額
、
③
特

定
目
的
積
立
金
全
体
の
積
立
額
及
び
残
額
、

④
財
政
調
整
基
金
と
特
定
目
的
積
立
金
の
合

計
残
額
は
い
く
ら
か
。

平
成
28
年
度
の
①
実
質
収
支
は
9.1
億

円
、
②
財
政
調
整
基
金
は
取
り
崩

し
額
な
し
、
積
立
額
は
4.6
億
円
、
残
額
77
億

円
、
③
特
定
目
的
基
金
の
積
立
額
は
普
通
会

計
ベ
ー
ス
で
14.1
億
円
、
残
額
が
124
億
円
、
④

財
政
調
整
基
金
と
特
定
目
的
基
金
の
合
計
残

問答

 

本
市
の
財
政
運
営
は

最
近
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
他
業
種

と
の
兼
業
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

問

答

本
市
の
農
業
振
興
施
策
は

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、
辰
見
登
委
員
（
自
由
民
主
党
・
絆
）
を
委
員
長

に
選
任
し
、
9
月
15
日
・
19
日
・
20
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
関
係
書
類
の
審
査
を

行
っ
た
の
ち
、
21
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
の
要
旨
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

私
立
保
育
園
で
実
施
し
て
い
る
一

時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て
、
平
成

28
年
度
の
利
用
者
数
の
実
績
は
、
16
か
所

で
１
千
419
人
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
定
員
枠

が
埋
ま
っ
て
お
り
、
パ
ー
ト
労
働
の
方
は
申

し
込
み
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
28
年
度
の
利
用
実
績
で
空
き
が

あ
る
園
は
な
か
っ
た
の
か
。

平
成
28
年
度
の
園
ご
と
の
利
用
実
績

に
つ
い
て
は
、
多
い
所
で
年
間
延
べ

人
数
で
675
人
、
少
な
い
所
で
3
人
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
日
に
割
り
戻
す
と
、
お
お
む

ね
利
用
で
き
る
枠
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

現
在
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
道
路

の
空
洞
化
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
空
洞
化
の
解
消
工
事
な

ど
を
含
む
、
平
成
28
年
度
維
持
管
理
の
年
間

予
算
と
執
行
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
道
路
が
傷
ん
で
か
ら
行
う
よ

う
な
事
後
保
全
だ
け
で
な
く
、
こ
ま
め
に
保

守
を
す
る
予
防
保
全
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

道
路
維
持
工
事
の
予
算
と
執
行
割
合

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
予
算
現

額
７
千
350
万
円
で
、
執
行
率
は
78
％
で
あ
る
。

空
洞
化
の
解
消
に
つ
い
て
の
予
算
は
、
現
在

問

 

私
立
保
育
園
で
の
一
時
預
か
り
は

問答

地
球
温
暖
化
等
に
よ
る
局
地
的
豪

雨
被
害
が
発
生
す
る
度
、
被
害
が

出
て
い
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
環
境
問
題
へ
の
対
策
も
進
ん
で
い

問

 

子
ど
も
の
環
境
教
育
の
成
果
は

 

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

の
と
こ
ろ
計
上
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
道
路
維
持
に

つ
い
て
は
、
事
後
保
全
で
対
応
を
し
て
い
る

が
、
維
持
管
理
費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
予
防
保
全
の
考
え
方
も
必
要
と
考
え
る
。

質
疑

平
成
28
年
度

額
は
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で
201
億
円
で
あ
る
。

に
よ
り
、
営
農
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
山
間
地
で
は
農
地
の
荒
廃
が
進
み
、

市
街
地
で
は
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は

農
業
の
継
続
を
求
め
、
農
業
機
械
導
入
支
援

等
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
が
、
こ
の
制
度

の
創
設
経
緯
と
実
績
は
ど
う
か
。

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
積

極
的
に
農
業
に
取
り
組
む
認
定
農
業

者
に
対
し
、
農
業
機
械
導
入
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
生
産
意
欲
を
高
め
、
生
産
量
の

安
定
、
向
上
を
図
り
、
遊
休
農
地
の
解
消
や

地
産
地
消
を
促
進
す
る
た
め
に
創
設
し
た
。

平
成
28
年
度
の
実
績
は
、
２
名
の
方
が
申
請

さ
れ
、
合
計
42
万
円
の
補
助
を
し
た
。

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　  

朝
田
　
　
充

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　 
大
村
　
卓
司

　
民
進
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　 

安
孫
子
　
浩
子

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　   

下
野
　
　
巖
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市
議
会

だ
よ
り

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
繰
越

金
や
積
立
金
の
限
度
額
設
定
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
度
決
算
時
に
指
摘
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

地
域
運
営
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ル
ー
ル
を
整
理
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
報
奨
金
等
を
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

積
立
金
に
つ
い
て
は
、
上
限
等
の

明
文
化
し
た
ル
ー
ル
は
無
い
た
め
、

る
が
、
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
が
重
要
で

あ
り
、
本
市
も
平
成
28
年
度
に
副
読
本
と
し

て
冊
子
「
か
ん
き
ょ
う
」
を
8₅
万
３
千
円
で
、

３
千
200
冊
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は

ど
う
か
。当

該
冊
子
に
つ
い
て
は
、
社
会
科
副

読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
茨
木
」
と

併
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
問
題
を
児
童
が
身

近
な
こ
と
と
感
じ
、
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
冊
子
を
活
用
し
た
環

境
教
育
の
後
で
は
、
教
室
内
で
互
い
に
ゴ
ミ

の
分
別
を
注
意
し
合
っ
た
り
、
家
庭
で
の
水

の
使
い
方
を
保
護
者
に
伝
え
る
な
ど
の
環
境

配
慮
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

英
語
シ
ャ
ワ
ー
デ
イ
は
、
少
人
数
の

中
で
外
国
人
講
師
と
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、

小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
を
対
象

に
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た

英
語
を
使
っ
て
、
友
人
等
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
言
葉
が
通
じ
た
喜

び
や
達
成
感
を
味
わ
い
、
英
語
活
用
力
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
、

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

平
成
₃₀
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
業
務
に
お
い

て
、
適
正
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
が
実
施
者
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
考
え
方
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
当

て
は
め
、
市
が
希
望
す
る
施
設
運
営
と
し
て

提
示
す
る
考
え
は
な
い
が
、
今
後
も
適
切
に

運
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
施
設
だ
か

ら
赤
字
で
い
い
と
い
う
認
識
で
は
な
く
、
行

財
政
改
革
に
聖
域
は
な
い
と
い
う
認
識
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
赤
字
で
運
営
を

続
け
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ
を
回

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
機
構
改
革
や
本
施

設
の
民
営
化
を
踏
ま
え
た
事
業
展
開
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
単
な

る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
は
な
く
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
、
集
団
生
活
を
通
し
て

人
間
関
係
づ
く
り
や
豊
か
な
心
を
育
む
機
会

と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
そ
の
役
割
を

担
う
社
会
教
育
施
設
と
し
て
運
営
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
民
営

化
す
る
考
え
は
な
い
。

問

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 86,540,008,122 84,196,394,267 2,343,613,855

特
別
会
計

財 産 区 5,296,473,951 149,159,330 5,147,314,621

国 民 健 康 保 険 事 業  32,868,039,827 32,640,479,921 227,559,906

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,594,061,979 3,462,780,246 131,281,733

介 護 保 険 事 業 16,531,677,191 16,091,462,468 440,214,723

合 計 144,830,261,070 136,540,276,232 8,289,984,838

下 水 道 等 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,349,238,812 6,333,935,012 1,015,303,800

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,692,198,831 4,985,285,560 706,913,271

[ 平成 28 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成 28年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査風景

　平成 28年度一般会計・特別会計決算及び企業会計決算は、一般
会計決算特別委員会及び各常任委員会で審査後、９月 27日の本会
議で認定しました。

答

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

市
内
を
視
察
し
た
際
、
子
ど
も
た
ち

が
英
語
を
非
常
に
自
由
に
学
ん
で
い

る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て

は
、
英
語
シ
ャ
ワ
ー
デ
イ
を
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
評
価
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て

問

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

答

答

問

答

 

小
・
中
学
校
で
の
英
語
教
育
は

  

茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

小
林
　
美
智
子

　
大
阪
維
新
の
会
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

大
野
　
幾
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　 

　
坂
口
　
康
博



No.224
平成 29 年 (2017 年) 11 月１日発行 8市議会だより

一般会計決算討論

　９月 27日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 28年度一般会計決算」に対する
討論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【公　明　党】 反対 【日本共産党】

　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
犠

牲
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
極
端
な
財
政
運
営
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
二
に
、
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
彩
都
開
発
や
安
威
川
ダ
ム
建
設
、
新

名
神
高
速
道
路
等
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
の
見
直
し
も
せ
ず
漫
然
と
進
め
ら
れ

た
こ
と
。

　

第
三
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
依
然
と
し
て
温
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

　

第
四
に
、
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
市
民

犠
牲
を
激
烈
に
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
本
市
が
積
極
的
な
姿
勢
に
終
始
し
た
こ
と
。

　

第
六
に
、
福
岡
市
長
が
市
長
選
挙
で
公
約
に
掲
げ
た
「
ク
リ
ー
ン
な
政
治
の
実
現
」
も

非
常
に
中
身
が
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
今
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
第
一

に
、
学
校
教
育
環
境
向
上
に
向
け
、
他
市
に
先
駆
け
た
教
育
施
策
を
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
二
に
、
子
育
て
支
援
策
の
推
進
に
向
け
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
待

機
児
童
の
解
消
等
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
三
に
、
防
犯
・
防
災
対
策
の
強
化
に
向
け
た
整
備
、
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
四
に
、
障
害
者
施
策
と
医
療
・
健
診
の
充
実
に
向
け
た
整
備
、
支
援
事
業
を
実
施
し
、

障
害
者
や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
。

　

ま
た
、
茨
木
松
ケ
本
線
や
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
の
整
備
等
、
将
来
の
活
力
あ
る
ま
ち
の
発
展

に
向
け
た
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

◎議員発第 14 号
　受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書

◎議員発第 15 号
　大阪府福祉医療費助成制度変更に伴う、実施市町村への配慮を求める意見書

　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

…

【原案可決】…………

【原案可決】
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市
議
会

だ
よ
り

（ ○：賛成、×：反対、ー：欠席 ）

◆議長（自由民主党・絆：上田嘉夫議員）は採決に加わりません。
◆ 9 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、9 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

４

自 由 民 主 党・ 絆 公 明 党 大阪維新の会 民 進 ネ ッ ト 日本共産党 茨木市民
フォーラム 無

結
　
果

福
丸
　
孝
之

下
野
　
　
巖

上
田
　
光
夫

中
内
　
清
孝

辰
見
　
　
登

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

河
本
　
光
宏

篠
原
　
一
代

坂
口
　
康
博

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

萩
原
　
　
佳

岩
本
　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉
　
通
宣

友
次
　
通
憲

田
中
　
総
司

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

山
下
　
慶
喜

人 

事 

案 

件

茨木市教育委員会委員任命につき同意を求めるこ
とについて【篠永 安秀 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につき同
意を求めることについて【仲 猛夫 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条
　
　
　
　
　
　
　
　
例

茨木市市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市地域包括支援センターにおける包括的支
援事業の実施に係る基準を定める条例の一部改
正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　　　　　　　　　　　　　　　　【修正動議】 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ー ○ ○ ー × × × ○ 否決
　　　　　　　　　　　　　　　　【原　案】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー × × ー ○ ○ ○ × 可決

茨木市立保育所条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の利用者負担等に関する条例の一部改正に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例及び茨木市放課後児童健全
育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市待機児童保育室条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー × × × ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市学童保育室条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市太田東芝町・城の前町地区地区計画の区
域内における建築物の制限に関する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市駐車場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市道路標識の寸法を定める条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

予
算

平成 29 年度大阪府茨木市一般会計補正予算 ( 第
１号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可決

決
　
　
　
　
算

平成 28 年度大阪府茨木市一般会計決算認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー × × ー ○ ○ ○ × 認定
平成 28 年度大阪府茨木市財産区特別会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認定
平成 28 年度大阪府茨木市国民健康保険事業特
別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー × × ー ○ ○ ○ × 認定
平成 28 年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認定
平成 28 年度大阪府茨木市介護保険事業特別会
計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー × × ー ○ ○ ○ × 認定
平成 28 年度大阪府茨木市下水道等事業会計決
算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認定
平成 28 年度大阪府茨木市水道事業会計決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認定

そ
　
の
　
他

平成 28 年度大阪府茨木市下水道等事業会計未
処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可決
平成 28 年度大阪府茨木市水道事業会計未処分
利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の変更について
財産 ( 土地 ) の処分について ( 彩都あかね 10 番
１外７筆 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員

提
出 茨木市議会会議規則の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ー × × ー × × × × 可決

会派・議員名

件　　　 　名

月定例会議決結果９

茨木市こどもの医療費の助成に
関する条例等の一部改正等につ
いて {

［一括採決］

{


